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剛 ） 位蹉 蹴 雛 焔 生 1轢 色 し ・・… 生きた 麹 で は 認 め 9，・．ivる か ．・） 疉 性嬾 贓 の 。 わ t、、t：

もの とお 考 え カ 

．
（佐藤磐根）

答　1） 赤 血 球摸 を構 成 ナ る特殊蛋自 と血色素 の 存在 に 妨げ ら れ て 位祖差 で は 認 め ら れ な い 。 2）
の 反応 は陰性で あ る か ら核 とは 無関係 と 考 え る．

Feu ］gcn

問 り 轆 基性離 と 懺 離 造 と は 同一と考 焔 か ．・） そ 才・ら購 造 雌 沐で もそ の 鯨 の 灘 嬉

　　在 す る と 考 病 か 講 生 体で そ れ らの 構造 が 躍 す る、搬 は どt、・〈ら L一 か c 搗 鯨 次 ：siK）、
答 1） 前都 懺 髄 も示 す が ・ 儲 は 必 す し 鰭 塩難 蝋 さな L・。　 2） Pts、b　o 　 31i 醜 の 出現髏 は

動物 の 灘 鳳 つ て zaるが 恐 ら く 3］％ エUt （正 確 に計算 して い 姻 で ， 鰰 毒 等 の 病鋤 要因 に よ
り増 加 す る。後者 は 全 赤血 球 に 見 ・三，れ る t．

馬 の 汗 腺の 細胞学 的研 究 　高木 館 ・国 川 正 之 伏 阪府 大 嗷 育
．
生）

馬 の 汗腺 は ア ポ ク リ所 腺 で あ る が 糧 1嬉 み 譏 輸 雕 人 の エ ク V・・ ？干腺 噸 似す る湘 胞 陣 分泌
顆粒 は 粧 せ ず ・ ミ … 汀 リ ア は 糸状 で 細胞 の 長轍 そ つ て 見 られ ， ゴ ル ジ 装置 は 獄 ，そ 碗 置 は 特異
的 で 核 の 髄 か 順 端 ・ か け て 見 ら 繍 ． PAs 陽働 質 は 腺 騨 R・ 豊富で あ る が ，

． れ は グ リ コ ーゲ ン で

蹶 い ・ 7t ス フ ア タ ー塑 ア ・功 ］丿・ 酸 ン オ ス フ ア ター
ゼ 共 に 瀦 ・で 凌・ リア ル カ リの 方 が 騨 で 搬 層附

近 に 検出さ縦 ・ D レ イ ジ 晴 に よ る 糊 躓 塩 雑 は 擁 及 び 糊 躓 に 検 出さ才、，
ビ 。 二 爍 解 よ る RNA

は 細胞該及び 核周囲の 細 胞 質 に よ く検 出 され た。馬 の 汗腺 に 明瞭 な 分秘顋粒が な く， 分泌物 の 合成 に 関 係が

深 い と裁 軌 る ゴ ル 瓔 置 測 ・ 趣 ・ と ・ 鹸 RN 岨 黜 さ鰭 が 顕 著で な v ・　L とは 漏 の 汗 が wat 。 ，y
で あ es 実 と よ く対 応 す る ・人 の r 一ク リ ン 汗 腺 の グ リ ・ 一ゲ ン は 長 時 聞 の 発汗 ・・の ち に 消失ず る と い わ れ る

が 馬 で は こ の 事 実 は 認 め ら れ な い
。

問 ffilitsfli学的 題 鳳 つ て 得 られ 鳩 性物質 と 倒 gi 装置 と の 閖 係は ど うか 。 （長 谷 芳勲
答 u ・1gi 装置 に は P）iosphata ・e ・・c の 他 の 陽性の 反；fiEZは み られ な カつ た。

綜 合 討 論

問 鱸 処醗 し醐 合 1・一
方 で は haPl・id 細勘 ・高 くな る し ，　f肪 で 堂ま P・ 】ypl。id 蜘 胞縞 くな る と

h 　5　
− RTma し た 櫞 襯 われ て L− 　1di　’h　

’
；そ の 原 pavaつ い て 鯛 か 拷 え 畩 つ て 紡 蝿 か ．佶 酸 秀）

答 同
一→纖 陣 お 匠 均

一
曜 伽 ・み 軌 るの で な く・雕 処 齣 櫞 ・ 1・，rcduc ・i・。 、。ll，　 。。lypl。・。

cd 互 と灘 す る の は 細胞の 調勸 ・各細胞 鯲 て 鸚 た め で あ る と思寂。 る［t 俗 村裕）

問 1） ガ リア 7F ク レ ジー
・清 噸 生 勘 ・矧 い た 時鍍銀像 は 得 ら 紘 い か ．2） 讖 縁 の 鰯 れ 黼

球 と P °iychr・m ・tl・ ccll と の 量醸 係 は ど うか ・1） 幼 若 型 の B ・C ・B 像 膿 櫞 との 関係 は 8 か 。
　（長谷芳 美）

答 1） 哺乳類 の 麟 赤 血 球 で は 染騰 間 を延 ぱ し て も雕 は 現 わ れ な い ．2） 全茹洫 球 が 網伏の 内部 齢

　を 示 し た。3） 幼 若 型 に お い て は 両 者 は一
致す る と考 え る 。 （品 川 恭徳）

問 改良 され た 鍍銀法 と い うの は どの よ うな もの か ．〔高木俊蔵）

答 次の 固定液 で 2−−3　 ee間固定 ・ 水 洗 後 法 の 如 くゼ ラ チ ン 鍍銀法 を 行 つ た 。
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